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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次

第93期

第３四半期

累計期間

第94期

第３四半期

累計期間

第93期

会計期間
自　平成24年４月１日

至　平成24年12月31日

自　平成25年４月１日

至　平成25年12月31日

自　平成24年４月１日

至　平成25年３月31日

売上高 （千円） 5,889,089 6,942,544 8,609,017

経常利益又は経常損失
（△）

（千円） △225,718 △2,717 3,143

四半期(当期)純利益 （千円） 580,831 280,147 337,890

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 3,471,000 3,471,000 3,471,000

発行済株式総数 （千株） 21,974 21,974 21,974

純資産額 （千円） 9,741,323 10,342,279 9,729,393

総資産額 （千円） 16,813,485 17,762,880 16,547,964

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

（円） 26.59 12.83 15.47

潜在株式調整後１株当た
り四半期(当期)純利益金
額

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 3.00

自己資本比率 （％） 57.9 58.2 58.8
 

　

回次
第93期

第３四半期
会計期間

第94期
第３四半期
会計期間

会計期間
自  平成24年10月１日

至  平成24年12月31日

自  平成25年10月１日

至  平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

（円） 0.71 △1.09
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社は関連会社がないため、持分法を適用した場合の投資利益については記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、新株予約権付社債等の潜在株式がないため

記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約の締結、変更、解約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)  業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融政策を背景に円安・株高

傾向がより一層顕著となり、景気は回復基調にあるものの、一方、世界経済に目を転じると、依然欧州

経済の足どりは重く、中国や新興国の成長鈍化もみられるなど、先行きの不透明感は拭えません。

化学工業におきましても、原燃料の高騰に伴う原価上昇により収益率が低下するなど、依然予断を許

さない状況が続いております。

このような状況下、当社は当期を初年度とする３ヵ年の中期経営計画を策定し、アミノ酸・化成品関

係の医薬中間体・原料を始め、医薬品関係（ジェネリックを含む原薬）を成長ドライバーとし、早期に

成長軌道に乗せるべく取り組んでおります。その結果、アミノ酸関係では海外市場の風評被害が漸く無

くなったことに加え、円安効果により輸出が好調に推移したことから、当第３四半期累計期間の売上高

は前年同四半期比17.9％増の6,942百万円となりました。しかし、原燃料高騰の影響を受けたことや、

研究開発費が嵩み、営業利益は31百万円（前年同四半期は227百万円の営業損失)、経常損失は２百万円

（前年同四半期は225百万円の経常損失）となりました。四半期純利益につきましては、東京電力との

風評被害に関する平成24年度分の損害について合意に至り、賠償金が特別利益に計上されたことなどに

より、前年同四半期比51.8％減の280百万円となりました。

　

(2)  財政状態の分析

当第３四半期会計期間末における各貸借対照表項目の増減要因は、次のとおりであります。

(流動資産)

当第３四半期会計期間末の流動資産は、前事業年度末から784百万円増加し、8,972百万円となり

ました。これは主に、現金及び預金、原材料の増加と、受取手形及び売掛金の減少によるものであ

ります。

(固定資産)

当第３四半期会計期間末の固定資産は、前事業年度末から430百万円増加し、8,790百万円となり

ました。これは主に、投資有価証券の評価差益による増加であります。
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(流動負債)

当第３四半期会計期間末の流動負債は、前事業年度末から954百万円減少し、3,607百万円となり

ました。これは主に、支払手形及び買掛金の増加と、短期借入金の減少によるものであります。

(固定負債)

当第３四半期会計期間末の固定負債は、前事業年度末から1,556百万円増加し、3,812百万円とな

りました。これは主に、長期借入金の増加によるものであります。

(純資産)

当第３四半期会計期間末の純資産額合計は、前事業年度末から612百万円増加し、10,342百万円と

なりました。これは主に、四半期純利益計上及びその他有価証券評価差額金の増加と、配当金支払

の減少によるものであります。

　

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、そ

の内容等（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりです。

（基本方針）

当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、当社の掲げる経営理念

を尊重し、それを実現するための具体的諸施策を推進することにより、当社の企業価値及び株主共同

の利益を確保し、継続的に向上させていく者が望ましいと考えます。 

当社は、上場企業として当社株式の自由な取引を尊重する観点から、支配権の移転を伴う当社株式

の大量買付提案等があった場合には、それが当社の企業価値の向上及び株主共同の利益の確保に資す

るものかどうかの評価やその是非について、最終的には株主の皆様の自由な意思により判断されるべ

きであると考えます。 

しかし、対象とする会社の経営陣との意思疎通の努力を怠り、一方的に大量買付行為またはこれに

類似する行為を強行する事例が顕在化しております。また、これらの大量買付提案の中には、高値で

対象となる会社に株式を買取らせようとするもの、いわゆる焦土化経営をおこなうとするもの、株主

の皆様に株式の売却を事実上強要する恐れのあるもの等、企業価値ひいては株主共同の利益を毀損す

る可能性が高いものが少なくありません。 

こうした状況下において、大量買付提案等に応じるか否かのご判断を株主の皆様に適切に行ってい

ただくためには、大量買付者側から買付条件や買収した後の経営方針、事業計画等に関する十分な情

報提供がなされる必要があると考えます。また、当社は、その大量買付提案等に対する当社取締役会

の評価や意見、大量買付提案等に対する当社取締役会による代替案等を株主の皆様にご提供しなけれ

ばなりません。当社といたしましては大量買付提案等にかかる一連のプロセスをルール化することに

より、関係当事者が最も適切な判断をおこなえるような仕組みを構築することが必須であると考えて

おります。 

このような考え方を、「財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針」とし

て揚げるとともに、不適切な企業買収行為を防止する仕組みとして「大量買付のルール」を定めてお

ります。
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(4)  研究開発活動

医薬品関連分野及びファインケミカル分野に重点をおいて、高付加価値新製品の創製を目指し研究開発

を実施しております。

医薬品関連分野では、新薬（治験薬を含む）及び既存薬、ジェネリック医薬品に関わる医薬品原薬及び

重要中間体の受託製造を目指した研究開発を重点的に進めております。また当社の戦略物質の一つである

ピリジン・ピペリジン誘導体を中心とした医薬品中間体・原料の研究開発も進めております。

ファインケミカル分野では、還元反応、グリニャール反応、バイオ反応などの戦略技術の応用・深化の

研究を進めつつ、IT関連分野やポリマー関連分野を視野に、アミノ酸誘導体、ピリジン・ピペリジン誘導

体及び有機ケイ素の化合物の開発を進めております。

また国内外を問わず機能性材料分野に向けこれらの化合物の市場展開を積極的に図っております。

なお、当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は、ファインケミカル事業で346,086千円でありま

す。

　

（5）　生産、受注及び販売の実績

①　生産実績

セグメントの名称

前第３四半期累計期間

（自　平成24年４月１日

　　至　平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間

（自　平成25年４月１日

　　至　平成25年12月31日）

金額（千円） 金額（千円）

ファインケミカル事業 7,189,339 7,115,853

合計 7,189,339 7,115,853
 

（注） １　金額は販売価格によっております。

　２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

②　受注状況

　　当社は受注による生産は僅かであり、主として見込み生産によっておりますので、受注な

　　らびに受注残について、特に記載すべき事項はありません。

　

③　販売実績

製品区分

前第３四半期累計期間

（自　平成24年４月１日

　　至　平成24年12月31日）

当第３四半期累計期間

（自　平成25年４月１日

　　至　平成25年12月31日）

金額（千円） 金額（千円）

アミノ酸関係 2,200,853 3,289,399

化成品関係 2,487,774 2,281,699

医薬品関係 1,200,461 1,371,446

合計 5,889,089 6,942,544
 

（注） １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000
 

　

②　【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成25年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成26年２月13日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 21,974,000 21,974,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は1,000株
であります。

計 21,974,000 21,974,000 － －
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

－ 21,974,000 － 3,471,000 － 3,250,140
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができませんので、直前の基準日である平成25年９月30日の株主名簿により記載して

おります。

①　【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－ －
　普通株式 135,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 21,694,000 21,694 －

単元未満株式 普通株式 145,000 － －

発行済株式総数 　 21,974,000 － －

総株主の議決権 　 － 21,694 －
 

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が207株含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）

有機合成薬品工業株式会社
東京都中央区日本橋人形町
三丁目10番４号

135,000 － 135,000 0.61

計 － 135,000 － 135,000 0.61
 

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第63号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成25年10月１日

から平成25年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に

係る四半期財務諸表について、監査法人保森会計事務所により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目

からみて、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げ

ない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

①　資産基準 0.6％

②　売上高基準 0.0％

③　利益基準 1.6％

④　利益剰余金基準 2.9％
 

※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 621,194 2,085,466

受取手形及び売掛金
※1 3,509,200 ※1 2,672,565

製品 2,554,950 2,553,959

仕掛品 504,726 509,091

原材料 798,375 923,245

その他 199,868 228,064

貸倒引当金 △300 △300

流動資産合計 8,188,015 8,972,093

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,429,853 1,405,475

機械及び装置（純額） 1,228,548 1,264,713

土地 3,181,828 3,181,828

その他（純額） 519,740 559,457

有形固定資産合計 6,359,970 6,411,475

無形固定資産 73,770 85,603

投資その他の資産

投資有価証券 1,552,980 2,147,812

その他 373,228 145,896

投資その他の資産合計 1,926,208 2,293,708

固定資産合計 8,359,948 8,790,787

資産合計 16,547,964 17,762,880

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,213,069 1,564,417

短期借入金 2,040,000 800,000

1年内返済予定の長期借入金 336,000 336,000

未払法人税等 93,097 127,438

賞与引当金 116,280 60,138

その他 764,085 719,947

流動負債合計 4,562,532 3,607,941

固定負債

社債 196,500 143,000

長期借入金 502,000 2,125,000

再評価に係る繰延税金負債 697,655 697,655

退職給付引当金 822,259 821,788

資産除去債務 14,180 14,297

その他 23,443 10,917

固定負債合計 2,256,039 3,812,659

負債合計 6,818,571 7,420,601
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,471,000 3,471,000

資本剰余金 3,250,140 3,250,140

利益剰余金 2,740,848 2,955,477

自己株式 △43,722 △44,254

株主資本合計 9,418,267 9,632,364

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 331,753 727,320

繰延ヘッジ損益 △9,343 △6,122

土地再評価差額金 △11,283 △11,283

評価・換算差額等合計 311,125 709,914

純資産合計 9,729,393 10,342,279

負債純資産合計 16,547,964 17,762,880
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 5,889,089 6,942,544

売上原価 5,056,276 5,574,390

売上総利益 832,812 1,368,154

販売費及び一般管理費

役員報酬及び給料手当 301,805 307,054

賞与引当金繰入額 14,655 16,026

退職給付費用 23,969 25,077

研究開発費 140,056 346,086

その他 579,598 642,717

販売費及び一般管理費合計 1,060,085 1,336,961

営業利益又は営業損失（△） △227,272 31,192

営業外収益

受取利息 656 662

受取配当金 33,964 31,881

受取技術料 － 16,053

雑収入 26,901 24,425

営業外収益合計 61,522 73,021

営業外費用

支払利息 39,662 36,583

社債利息 4,790 3,038

アレンジメントフィー 13,000 39,000

休止固定資産減価償却費 －
※1 24,158

雑損失 2,516 4,151

営業外費用合計 59,969 106,931

経常損失（△） △225,718 △2,717

特別利益

受取補償金
※2 910,656 ※2 475,919

補助金収入
※3 137,880 －

その他 3,087 －

特別利益合計 1,051,624 475,919

特別損失

固定資産除却損 24,441 44,410

投資有価証券評価損 7,134 －

特別損失合計 31,575 44,410

税引前四半期純利益 794,329 428,791

法人税等 213,498 148,643

四半期純利益 580,831 280,147
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　　該当事項はありません。

　
(会計方針の変更等)

当第３四半期累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年12月31日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

　当社は、有形固定資産の減価償却の方法については、従来、定率法(ただし、平成10年４月１日

以降に取得した建物(建物附属設備は除く)については定額法)を採用しておりましたが、当期を初

年度とする中期経営計画を策定したことを契機に減価償却の方法を見直しました。

　その結果、近年の投資設備の稼働の実態が長期安定的であり、将来の設備の稼働もより平準化

されると予測されることから、定額法が当社の設備稼働の経済的な実態をより適切に反映し得る

減価償却の方法であると判断し、当事業年度より有形固定資産の減価償却の方法を定額法に変更

しております。

　これに伴い、前事業年度と同一の方法によった場合と比べ、売上総利益が105,885千円、営業利

益が119,135千円がそれぞれ増加し、経常損失は139,805千円減少し、税引前四半期純利益は

139,805千円増加しております。
 

　

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期累計期間

(自　平成25年４月１日

　至　平成25年12月31日)

税金費用の計算

　税金費用については、四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益(累計期間)に当該見積実効税率を乗じて計

算する方法によっております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金を計算すると著しく合理

性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等に著しい変化が

認められましたので、前事業年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

に当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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(四半期貸借対照表関係)

※１  四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。な

お、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が

四半期会計期間末残高に含まれております。

　

　
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 21,672千円 17,018千円
 

　

(四半期損益計算書関係)

※１　　営業外費用に計上した休止固定資産減価償却費は、常磐工場の一部設備の操業一時休止に伴

　　　うものであります。

　

※２ 　東京電力株式会社から公表された賠償基準に基づく、福島第一原子力発電所の事故に伴う風

　　　評被害等に対する賠償金であります。

　
※３　　前第３四半期累計期間の補助金収入は東日本大震災に係る被災地域の復旧及び復興促進を目

　　　的とする中小企業等グループ施設等復旧整備補助事業に関する福島県からの補助金であります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

減価償却費 553,075千円 405,969千円
 

　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

 　配当金支払額

　　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年6月21日
定時株主総会

普通株式 65,518 3.00 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金
 

　

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の

　　末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　当社はファインケミカル事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

　当社はファインケミカル事業のみの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 26.59円 12.83円

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 580,831 280,147

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 580,831 280,147

普通株式の期中平均株式数(株) 21,841,244 21,838,780
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

　　　おりません。

　

(重要な後発事象)

　　　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

有機合成薬品工業株式会社(E00848)

四半期報告書

14/17



　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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監査法人　保森会計事務所

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   横   山    　博 　   印

代表社員
業務執行社員

　公認会計士   渡   部   逸   雄   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月12日

有機合成薬品工業株式会社

取締役会  御中

 

　

 

　

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている有

機合成薬品工業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第94期事業年度の第３四半期会計

期間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25

年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。
　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、有機合成薬品工業株式会社の平成25年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
強調事項

会計方針の変更等に記載されているとおり、会社は当事業年度より有形固定資産の減価償却方法を定率法

から定額法に変更している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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